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最初に、 Markov の Inversion Complexity と、最小数の負関数ゲイトあるいは単調関数ゲイトに
よる構成の問題との関連が指摘され、与えられた任意の論理関数を構成するために必要な負関数ゲイ
トの最小数、および単調関数ゲイトの最小数が導かれている。ついで、任意の論理関数を最小数の負
関数(あるいは単調関数)ゲイトで実現する方法が示されている。このアルゴリズムは、ごの種の問題
にありがちな試行錯誤的な面をもたず、比較的能率がよい。
段数に制限がある場合、および、不完全に指定された関数の場合についてもこの方法の修正が試み
られ、ゲイト数最小の回路をえるア‘ルゴリズムが与えられている。
さらに、多出力関数への拡張も試みられ、任意の多出力関数を実現するのに要する負関数ゲイトの
最小数の上界と下界、および、 2 出力関数の場合についてゲイト数最小の回路をえる方法が示されて
いる。
論文の審査結果の要旨
本論文は、与えられた論理関数を最小数の負関数ゲイト、または最小数の単調関数ゲイトで実現す
る方法について、系統的に研究したものである。この種の問題は、最近の集積回路技術の進歩に伴な
い、現実の要求に応じた問題として、ディジタル回路の論理設計の分野で注目されている重要な問題
の一つである。まず、ー出力関数の場合、段数に制限のあるとき、および制限のないときのそれぞれに
ついて、最適解を求める能率のよい組織的方法を示しており、従来の試行錯誤的方法に比べ、はるか
にすぐれている。
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ついで、多出力関数の場合についても、必要なゲイト数の上、下界を与え、これに基づき、有効な
方法を提案しており、論理設計理論の進歩に寄与する点が多い。
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